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A．研究目的 

 これまでの歯科疾患実態調査の経年的推移をみると、高齢者のう蝕有病率は小児期と

は異なり、増加傾向にある。高齢になっても、自分の歯が口腔内に数多く残るようにな

ったことにより、生涯を通じた口腔健康管理が求められている。高齢期のう蝕における

重要な健康課題は「根面う蝕の減少を目指す」ことである。加齢とともに、歯肉が退縮

し、脆弱な根面部が口腔内に露出することによって、根面う蝕は進行する。高齢期の歯

科口腔保健の維持・向上のためには、根面う蝕の予防は大きな意義を有する。 

 これまでの歯科疾患実態調査では、根面う蝕も軽度齲蝕（Ci）の一つとして取り扱い、

検出の対象とはしてきたが、調査票への記載や集計にあたっては根面う蝕に着目した対

応はなされておらず、その全国的な有病状況を把握されてこなかった。厚生労働省が令

和元年 6 月に発出した「歯科口腔保健の推進に係るう蝕対策ワーキンググループ報告

書」でも、成人期および高齢期での根面う蝕の有病状況に関する全国的な実態把握の必

要性が明記されている。 

歯科疾患実態調査にて根面う蝕の検出を円滑に行うためには、これまでの疫学知見を

研究要旨 

【目的】高齢期のう蝕は増加傾向にあり、そのうち根面う蝕が占める割合は高いと言われ

ているが、その詳細は明らかではない。本研究の目的は、これまでのわが国の根面う蝕に関

する研究知見を集約し、今後の歯科疾患実態調査の改善を図るための基礎資料を得ること

である。 

【方法】医学中央雑誌と PubMed を用いて、「根面う蝕（root caries）」と「有病率

(prevalence)」をキーワードとし、2000 年以降のわが国の根面う蝕有病状況を報告してい

る研究知見を系統的に収集し、わが国の近年の根面う蝕有病状況を把握した。 

【結果】2000 年以降に根面う蝕の有病状況を報告した論文は 5 報抽出された。いずれの論

文も全国規模調査研究ではなく、そのサンプルサイズは 800 未満であった。また、調査対

象者の多くは企業従業員であった。地域住民データを報告していた論文の 2報のみであり、

特定の年齢に特化した報告であった。いずれの研究でも、20 歳代では根面う蝕はほとんど

認められなかった一方、30 歳代では 5－15％程度の有病率を示していた。また、60 歳代で

は 40%以上の有病率を示す傾向にあった。 

【結論】根面う蝕の系統的レビューの結果、高齢者の多くは根面う蝕を有する可能性が高

く、歯科疾患実態調査で根面う蝕の全国的な有病状況を可視化する必要性が示唆された。

また、根面う蝕の診査対象年齢としては 30 歳以上が妥当と考えられた。 
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整理し、対象年齢等についても検討する必要がある。また、WHO 口腔診査法における根

面う蝕の検出基準にも配慮する必要がある。 

 そこで、本研究では、わが国の根面う蝕の有病状況に関する系統的レビューを行い、

今後の根面う蝕の検出・評価に関する基礎的指針を得ることを目的とした。また、歯科

疾患実態調査の実施マニュアル「必携」に関しても、WHO 口腔診査法の表記と照らしあ

わせることにより、その妥当性を検証した。 

B．研究方法 

（１）系統的レビュー

2000 年以降のわが国の根面う蝕に関する有病状況に関する論文情報を収集した。罹

患率を評価した論文も認められたが、横断調査である歯科疾患実態調査の特性を踏まえ、

有病率に関する知見のみを収集し、罹患率に関する知見は今回のレビューの対象外とし

た。また、2000 年以上の論文であっても、調査実施時期が 1999 年より以前のものは対

象外とした。また、解説記事については対象外とした。

使用したデータベースは、和文論文については医中誌データベースを、英文論文につ

いては PubMed を用いた。検索式は”根面う蝕（root caries）” AND “有病率（prevalence）”
とした。PubMed での検索式のみ”Japan”をキーワードに加えた。タイトルや抄録、本文

等の記載事項をもとに、一次抽出された文献から絞り込みを行った。

（２）WHO 口腔診査法と「必携」との記載内容の照合

「WHO 口腔診査法（第 5 班）」と「平成 28 年歯科疾患実態調査必携」での根面う蝕

に関する表記について照合し、適正な記載であるかを検証した。

C．研究結果 

（１）系統的レビュー

1 次抽出の結果、8 編の論文が抽出された。抽出した 8 編の論文について、本文記載

情報を確認し、最終的に 5編の論文に絞り込んだ（表１）。このうち、2編は 60 歳や 70

歳等の特定の年齢のみのデータであった。また、1編は高齢者のみのデータであり、成

人期から高齢期にわたる幅広い年代の有病率を報告していたのは 2編のみであった（表

１においてハイライトで提示）。この 2編とも企業従事者を対象者としていた。30 歳で

は 5-15%、40 歳代では 13-23.9%、50 歳代では 18-27%、60 歳代では 40-50%の有病率を

示していた。また、65歳以上の高齢者では半数以上の者で根面う蝕を有していた。 

（２）WHO 口腔診査法と「必携」との記載内容の照合

「必携」における根面う蝕の検出法については、「病変部にソフト感あるいはざらつ

いた感じがあればう蝕とする。なお、視診のうえ確認する場合には WHO プローブを用い

る（抜粋）」とあるが、この方法はほぼ WHO 口腔診査法（第 5 版）に沿っていた。ただ

し、対象者の具体的な年齢等の基準はなく、根面う蝕の有病率を求めるうえで課題とな

ることが明らかになった。 

D.考察

本研究の結果、高齢者においては半数以上が根面う蝕を有している可能性が極めて高

いと考えられた。20 歳代では根面う蝕を有する可能性は極めて低く、根面う蝕の検出
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対象者は 30 歳以上が望ましいと考えられた。 

 また、系統的レビューにおいて得られた知見では、根面う蝕の疫学研究は企業従事者

を対象とした調査研究が多く、地域住民を対象とした調査は特定年齢に該当する者のみ

を対象とするなど限局されたものであった。これまでの系統的レビューにおいても全国

規模の調査報告はなく、超高齢社会におけるう蝕予防対策を検討するうえで、歯科疾患

調査における根面う蝕有病状況の可視化を図るべきと考えられる。また、系統的レビュ

ーにおいて、根面う蝕は 30 歳以上で顕在化し始めるため、根面う蝕の有病率の把握は

30 歳以上が望ましいと考えられた。 

 調査マニュアルである「平成 28 年歯科疾患実態調査必携」において、根面う蝕の検

出については既に WHO 口腔診査法に関する表記がなされており、検出基準等については

現在の「必携」の表記を踏襲する形で問題ないが、根面う蝕のみを別途評価するための

表記上の工夫を図るべきである。一例として、調査票上で根面う蝕がある歯を明示する

などの表記上の工夫が求められる。また、その際には、歯冠と歯根にまたがるう蝕病変

もあることも踏まえての対応が必要である。 

 

E.結論 

 根面う蝕の系統的レビューの結果、高齢者の多くは根面う蝕を有する可能性が高

く、歯科疾患実態調査で根面う蝕の全国的な有病状況を可視化する必要性が示唆され

た。また、根面う蝕の診査対象年齢としては 30歳以上が妥当と考えられた。平成 28

年調査マニュアル「必携」における根面う蝕検出に関する表記は、WHO 口腔診査法に

準じたものであり、令和 3年調査において活用可能であった。しかし、調査票におい

て根面う蝕を有する歯を把握できるように、表記の工夫を図る必要がある。 
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G．研究発表 

該当なし 

 

H.知的財産権の出願・登録状況 

  該当なし 
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表．1 わが国の根面う蝕の有病率に関する論文（2000年以降） 
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